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概要

• 学習者向けの作文作成支援システム

• 学習者，教師，TEachOtherS が互いの知識を教えあうことにより，学習者

の効果的・自発的な作文技術習得を目指す

TEachOtherS の動作（相互教授モデル）
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TEachOtherS とは

本研究の目的

• 作文課題にあわせて，システムの支援内容を柔軟に変更する手法

（作文規則）の確立

• 作文結果を教師が分析し，学習者にフィードバックするための機能の実現
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• 学習者の作文が教師の指導項目に適合しているか検査するための規則

• XMLで構造化された作文に対して適用

（制約条件，エラーメッセージ，強制度）

制約条件
include(e1, e2, N)
locate(e1, e2, P)
correspond(e1, e2, R)

強制度： 必須，推奨，参考

* 「作文」は，「導入」を含む
include(作文, 導入,1)，必須

* 「作文」は，「問題提起」を含む
include(作文, 問題提起,1)，必須

* 「作文」は，「根拠」を含んでもよい
include(作文, 根拠,1)，必須

* 「作文」は，「データ」を含まない
not include(作文, 結論,1)，必須

* 「作文」は，「結論」を含む
include(作文, 結論,1)，必須

* 「問題提起」は，「導入」の後にある。
locate(導入，問題提起，後)，必須

* 「根拠」は，「問題提起」の後にある。
locate(問題提起，根拠, 後)，必須

* 「結論」は，「根拠」の後にある。
locate(根拠, 結論, 後)，必須

* 「作文」は，「文字」を200以下含むのが好ましい。
include(作文, 文字，200以下)，推奨

*  文体チェック（だ・である調）
*  話し言葉は使わない
* 句読点（句読点の種類は統一）

* 「Eメール」は，「宛名」を含む。（必須）
* 「Eメール」は，「用件」を含む。（必須）
* 「Eメール」は，「署名」を含む。（必須）

* 「宛名」は，「Eメール」の先頭にある。（必須）
* 「挨拶」は，「宛名」の後にある。（必須）
* 「挨拶」は，「用件」の前にある。（必須）
* 「前置き」は，「宛名」の後にある。（必須）
* 「前置き」は，「用件」の前にある。（必須）
* 「締めくくりの言葉」は，「用件」の後にある。（必須）

* 句読点チェック（句読点の種類は統一）
(include(作文, ”。”, ≧1) and include(作文, ”．”, 0)) or
(include(作文, ”。”, 0) and include(作文, ”．”, ≧1 )) 

* 文体（です・ます調）
* 話し言葉は使わない
* 文長チェック
* 段落チェック

o 長さ（n ≦ 500）
o 文数

* 機種依存文字チェック



分析支援機能１： サイト構築・運用支援 分析支援機能２： 作文分析支援

サマリ表示

要素リスト表示

要素検索

学習者用ページ雛形課題用ページ雛形

学習者リスト

• アカウント登録

• パスワード生成

学習者用ページ生成

（アカウント登録分）

閲覧権限切り替え

作文時： 自分のページだけ閲覧可能

添削時： 他人のページも閲覧可能

• 作文中の要素を一覧表示

• 作文は，XML で記述される

• 要素は，XPath で指定

• 利用例

•必須記述項目をリスト表示

•添削対象をリスト表示

• 指定したＸＭＬ要素に対して，

全文検索

• 検索時の条件指定

•対象ページ名

•XPath
•出力スタイル

•検索キー

• ユーザごとに，エラー数，文字数，

形態素数などを表示

• 利用例

•文字数などで，作文の進捗状況

をリアルタイムに把握

•エラーの傾向の把握

課題用ページ生成

教師が事前に準備

管理用
ページ


